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1.　私共 は本 学学生 を対 象に，標題 の研究 のため昨年

来い くつ かの調査 を継続実施してい るが，本調査 はそ の

一 部とし て行なっ たも ので，同一食品 に対 する本人 なら

びに家 族 の好き嫌い の度合 と嫌悪理 由につい て，両 者間

にみられる傾向 と相互 の関係 から，嗜好 を左 右する因子

を さぐ り， さらに寄宿舎 における集 団生活が嗜好 の是正

に及ぼす影響 のい かん につい て「 その２」 で検討 してみ

たい。

2. 調 査対象 は本 学生 活科学科，食物科学生140  名。

調査時期 は昭和4C年12月 下旬より41年１月 上旬の間，記

入法によ り行 なった。 内容 は日常の食事において使用頻

度 の比較的 高い食 品中から5£種 を選び，大好き5, やや

好 き4, ふっ53, やや嫌い2, 大嫌い１ の５段 階の尺

度 と，あ らかじ め設定し た嫌悪理 由の記 号を， 各食品に

つい て本人 と家族全員 にわたって記入させ た。

3. 好 みの度合いについては ５および ４とこたえ たも

Ｃ が60% を越 え る 食品と し て，牛 肉，豚肉，牛乳，か

に， トマトなどがあげられ，嫌われる食品 としては，く

じ ら， にんに く，みょ うが，にら,セロリ- などがあ 列

主 なる理 由は嗅 いである。家 族（なかでも両親）との嗜

好 の関係 は食品による差異はあるが，対 象 の約40% は同

一 の，また約60% は相反 する傾向を示しているが，人間

の食物に対 する嗜好は，家族のそれと全く無関係ではな

い と考えられ， とくに母親との間にその要素が大きいも

のと思われる。


